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要 旨

インド人小児の乾燥頭蓋 (上下顎切歯部顎骨)

を縦断 ･横断の未脱灰連続の薄切切片とすること

により,乳中切歯 ･乳側切歯歯根と永久中切歯歯

肱骨包の位置関係について観察 ･検討するととも

に,文献的考察をおこなった｡

永久中切歯歯冠の形成完了前後の顎骨中におい

て,上下顎永久中切歯歯肱は乳中切歯歯根に沿っ

て存在し,根尖%での唇側-の琴曲が強い｡上顎

では,下顎に較べ歯肱骨包が唇側に広がっており,

乳切歯長軸と成す角度も小さい｡

上顎では,歯肱骨包の顎骨中に占める割合が大

きく,また上顎永久中切歯歯肱の捻転の状態がさ

まざまであり,この捻転のしかたで乳中切歯 ･乳

側切歯 ･永久側切歯との関係が変わってくる｡乳

側切歯はこのために,永久中切歯歯冠の近接の影

響を受け乳中切歯より早期に歯根吸収が始まる例

があることが観察された｡

緒 言

乳切歯歯根と永久切歯歯肱との位置関係や永久

線的手段によっておこなわれてきている｡しかし,

Ⅹ線的手段による研究では経年的追跡ができる反

面,詳細な位置関係については明確にすることが

できない｡一方,解剖学的手法による研究では細

かな検討ができるものの,出生後のヒトについて

は標本の入手が困難なために,胎児を用いた研究

以外は極めて少く,出生後の永久切歯歯肱と乳切

歯歯根との位置関係に-i)いて末脱灰薄切切片とし

て観察したものは稀である｡

今回著者らは,インド人小児の乾燥頭蓋の上下

顎切歯部顎骨を資料とし,矢状面方向,喫合面方

向に未脱灰連続薄切切片を作製し観察するととも

に,これまでおこなわれてきたⅩ線的研究 ･乾燥

頭蓋の肉眼的研究などと比較検討をおこなったの

で報告する｡

資 料

資料として,先に当教室 ･富沢が1)"乳臼歯にお

ける歯冠歯髄腔の観察〟において使用したと同じ

インド人小児の乾燥頭蓋3個の上下顎切歯部顎骨

を使用した(図1)｡Hellmanの歯年齢で分類する

と,乳歯喫合の完成しているⅠIAの上下顎2個と,

切歯萌出過程に関する研究の多くは,これまでⅩ 第 1大臼歯が萌出完了し下顎永久中 ･側切歯の萌
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図1 切片作製前の上下顎骨

表 1 切片作製資料数

歯年令 BAJ LA旦 盲可五豆

ⅠⅠA 2個 2個 2個

ⅠⅠⅠA 1 1 -

出しているⅠⅠIAの上顎 1個である (表 1)｡いずれ

も乳切歯部に,形態異常 ･位置異常 ･深在性酎蝕

を認めない｡

研 究 方 法

1.X線写真による観察

上顎については軟Ⅹ線写真撮影装置(Sofron)に

より,下顎は歯科用Ⅹ線撮影装置 (モリタMax-D)

を用いてp-A方向のⅩ線写真を撮影し,乳切歯部

とネ久切歯歯肱の位置関係の概略を観察した｡

2.樹脂包埋切片による観察

乳切歯歯根 ･永久切歯歯瞳を含む顎骨を頭蓋骨

より切 り出し,先のⅩ線写真で乳切歯と永久切歯

歯肱の位置関係 ･捻転状態がほぼ左右対称である

ことを確認したうえで,上顎は左右を口蓋縫合部

より分割した｡下顎骨は正中部での分割が困難な

ために左右を1つのブロックとして切 り出した｡

適法に従いアルコール脱水の後に,スチレンモノ

マー置換法により樹脂を浸透させ,ポリエステル

樹脂 (B.P.S.樹脂,京都科学K.K.)に包埋した｡
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正中矢状面

図2 上顎切断方向

No.10

図3 下顎切断方向

包埋したブロックを図2･図3に示すように正

中口蓋縫合を通る正中矢状面を基準面とし,上顎

右半はこれに平行な面で (縦断切片),上顎左半は

垂直な面で (横断切片)連続薄切切片とした｡下

顎は,標本No.12を正中矢状面に平行に,標本No.10

を垂直に連続薄切切片を作製した｡資料の薄切に

はマル トー ･ク))スタルカッター MC202D(直

径 150mm,厚さ0.4mmのメタルボンド式ダイヤモ

ンドブレー ド使用)を用い厚さ400JLm の切片を

作製した｡

切片をニコン万能投影機VIOで5倍に拡大しト

レースした｡切片の重ね合せのため樹脂部分の外
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形を基準線として同時にトレースした｡乳切歯歯

根と永久切片歯肱骨包の位置関係の推移を示すた

めに,関係する切片の トレースを基準線で重ね合

せ 1枚の図とした｡

結 果

1.X線写真の観察

1)下顎切歯部 (図4)

標本No.10,No.12ともに乳中切歯 ･乳側切歯の歯

根吸収は明確ではないが,永久中切歯 ･側切歯歯

冠の形成は完了し,すでに歯根の形成 ･石灰化が

一部開始している｡

永久切歯歯膳の形成 ･位置関係はほぼ左右対称

であり,正中線に対し左右平行に配列している｡

永久側切歯歯肱は永久中切歯歯肱よりやや低位に,

29

NolO
図4 下顎Ⅹ線写真

中切歯歯冠の%～兄に重なって存在している｡そ

して,乳歯歯根の根尖側%～%に永久中切歯が重

なっている｡

2)上顎切歯部 (図5)

3例ともに乳中切歯の歯根吸収は明らかでない

p･,,ll: , ''･p-

.-'∴ え ∴ ∴ 【

No.10 No12

図5 上顎歓Ⅹ線写真

が,永久中切歯 ･側切歯歯冠はほぼ完成し,標本

No.18ではすでに永久中切歯歯根の石灰化が一部開

始している｡

左右側を比較すると,3例ともに永久中切歯 ･

側切歯歯肱の形成 ･形態 ･位置関係についてはほ

ぼ対称であり,永久中切歯切縁は永久側切歯と同

じ高さかやや低位にある｡

永久中切歯歯冠長軸は,標本No.10,No.18におい

てやや遠心に傾斜しているが,No.12では左右平行

で,側切歯歯肱と中切歯歯肱の重なりもなく,形

態もNo.10,No.18とは異なっており,撮影方向に対

して永久中切歯歯冠がかなり捻転していることが

予測された｡

2.薄切切片の観察

1)縦断切片

(1)下顎縦断切片による乳中切歯と永久中切歯

の関係 (図6,図7)

図6は永久中切歯と乳中切歯の位置関係を切片

の トレース重ね合せにより示したものであり,図

7はそのうちの乳中切歯根尖付近を通る1枚を示

す｡

永久中切歯歯月利ま乳中切歯歯根の舌側にあり,

乳中切歯歯根y2が永久中切歯骨包のy2と唇舌的に

重なっている｡乳中切歯歯軸と永久中切歯歯肱骨

包の長軸は平行に近く,根尖近くから根尖側兄の

歯根舌面に広く接している｡また,永久中切歯骨

包は歯肱に相似の外形をなし,顎骨縦断面の唇舌
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図6 下顎孔中切歯と永久中切歯
の関係重ね合せトレース

径の約% ･上下径の約%を占めている｡

(2)上顎縦断切片による乳中切歯と永久中切歯

の関係 (図8-図10)

図8は標本No.10の連続切片,図9は3例の永久

中切歯と乳中切歯の関係を示したトレース重ね合

せの図である｡

図9のトレース重ね合せ において標本 No.10,

No.18はほぼ同様の傾向を示しているが,No.12は永

久中切歯歯肱の近遠心的位置関係が著しくずれて

切れており,切断方向に対する永久中切歯歯肱の

捻転が強い｡

図10ほ乳中切歯根尖付近を通る切片について3

例を比較したものであるが,3例とも以下に述べ

図7 下顎孔中切歯根尖を通る
切片

るような共通の所見が見られる｡

乳中切歯根尖%が唇側に向って琴曲し,一定の

歯根膜腔を介して薄い皮質骨に接しており,さら

に唇側歯槽骨外形がこれに合せた骨の膨隆を成し

ている｡乳中切歯の歯根舌側に永久中切歯の歯腫

骨包があり,上方は薄い骨壁を介して鼻腔底に接

しており,永久歯歯冠形成完了の前後の時期にあ

る歯瞳骨包は,上顎前歯部の骨の大部分を占めて

いる｡この骨包内にはこれを満たすように永久中

切歯歯肱が存在し,乳中切歯歯根とは極く薄い骨

壁により隔てられ,広い範囲で乳歯根に近接して

いる｡

(3)上顎縦断切片による乳側切歯と永久中切歯

撃 華 葡 萄 笥

図8 上顎縦断連続切片
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NolO No.12 No.18

図9 上顎乳中切歯と永久中切歯の関係,重ね合せトレース

No.10 No.12

図10 上顎乳中切歯根尖付近を通る切片

の関係 (図8,図11,図12)

図11は標本No.10の縦断切片でみられた乳側切歯

と永久中切歯の位置関係を重ね合わせ トレースで

示している｡

永久中切歯歯冠軸が正中に対してやや遠心に傾

斜しているために,歯冠の遠心偶角 ･切縁近 くで

乳側切歯の根尖に近接し,永久側切歯は永久中切

歯の舌側から永久中切歯より歯頚線寄りで近接し

ている｡この傾向はNo.18でも同様であった｡

これに対して下顎では図12にみられるように,永

31

久中切歯の正中線に対する歯冠軸の傾きは少く,永

久中切歯歯膝と永久側切歯歯睦は平行に唇舌的に

一部重なりながら並んでいる｡しかし,上顎ほど著

明な永久中切歯の乳側切歯への近接は見られない｡

(4) 上下顎縦断面の比較 (図13)

図13は乳中切歯の長軸と舌側歯槽骨頂で,上下

顎孔中切歯根尖を通る縦断切片の顎骨外形と骨包

の形を重ね合せたものである｡上顎乳中切歯に比

較して下顎孔中切歯は,根尖の唇側-の琴曲も小

さくこれによる下顎骨唇側外形の膨隆もほとんど

- 3 1 -
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図11 上顎乳側切歯と永久中切歯
の関係重ね合せ トレース

図13 上下顎縦断面の比較

図12 下顎乳側切歯と永久中切歯の関係
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図14 下顎横断連続切片

33

ない｡また舌側に存在する永久中切歯歯旺骨包も,

上顎では琴曲した根尖兄の舌側面に治って存在し

ており,骨包の唇側への広がりがある｡これに対

して下顎では,骨包の長径ほ乳中切歯歯軸にほぼ

平行であり,永久中切歯の位置は全体として上顎

よりやや舌側にある｡顎骨断面の形態は,上顎が

三角形に近く舌側-の広がりがないが,下顎は舌

側に広がりのある楕円状である｡

2)横断切片

(1)下顎横断切片による乳切歯と永久切歯の関

係 (図14,図15)

図14は連続横断切片を,図15はそのうちの乳切

歯歯根と永久切歯歯肱の関係について示した重ね

合せ トレースである｡

図15にみられるように永久中切歯歯性骨包は乳

中切歯歯根舌側に,歯冠近遠心径の近心側 %付近

で接しながら,顎骨断面の唇舌径y2-2/3の大きさ

でその中央に存在し,前額断面に対して左右とも

ほぼ平行である｡

さらにその舌側遠心位には,唇舌的重なりをも

って永久側切歯歯腫骨包が存在し,永久中切歯歯

腫骨包に平行に配列している｡

乳側切歯歯根の横断面像は唇舌径の大きい三角

形様で,乳側切歯歯根膜腔は永久中切歯骨也と通

じこの間に骨壁はない｡

永久中切歯骨包は,乳中切歯歯根膜腔とも乳側

切歯歯根膜腔とも骨の隔壁なく通じており,乳中

切歯舌側遠心の歯槽骨上に開口するいわゆる歯帯

礼 (導帯孔 ･藤田,ForamenGutだmaCulare)2)を

含めて,この3つに連続している｡

Lab.

図15下顎孔前歯と永久前歯の関係重ね合せトレ-ス
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重ね合せ
トレース

正中矢状面

新潟歯学会誌 16巻 1号 1986年

ⅠⅠ型 No.12 ⅠⅠⅠ型 No.18

図16 上顎乳前歯と永久中切歯の関係

左右の位置関係については,乳中切歯 ･乳側切

歯 ･永久中切歯 ･永久側切歯歯腫骨包が各々左右

対称的に配列している｡

(2)上顎横断切片による乳切歯と永久中切歯の

関係 (図16,表2)

図16上段は3例の横断切片の重ね合せ トレース

を示したもので,これを比較してみると,永久中

切歯歯肱の捻転状態が3例各々に異っている｡

Kindaichi (1976)はⅩ線写真を用いて下 顎中

切歯の捻転を表2のように3型に分類している19)｡

今回は上顎であるがこの分類を応用して,標本No.

10をⅠ型,No.12をⅠⅠ型,No.18をⅠⅠⅠ型とした｡

各々捻転のしかたで永久中切歯歯膳と乳中切歯

･乳側切歯との位置関係が違っている｡これを明

表2 Kindaichi19)の下顎中切歯の捻転に
関する分類

Ⅰ型 近心が舌側に向く型

ⅠⅠ型 遠心が舌側に向く型
ⅢⅠ型 近遠心径が idealarchと平行な型

らかにするため,同一部位の切断面について3型

を比較し図16下3段に示している｡切断面aは永

久中切歯切縁付近,切断面bほ乳中切歯根尖付近,

切断面 Cは乳側切歯根尖付近の各切片の トレース

である｡

永久中切歯と乳中切歯の関係について全体的に

みると, Ⅰ型,JII型のNo.10,No.18でほ乳中切歯歯

根が永久中切歯歯冠近遠心径の近心側%付近に,

ⅠⅠ型のNo.12ではさらに近心にいずれも切断面 aに

おいて最も近接している｡

次に永久中切歯と乳側切歯との関係について全

体的にみると, Ⅰ型 ･ⅠⅠⅠ型のNo.10,No.18では乳側

切歯歯根は永久中切歯歯冠の遠心偶角に,ⅠⅠ型の

No.12は唇面の遠心側%に近接している｡これを各

切片においてみると, Ⅰ型のNo.10は切断面 a,bに

おいて,ⅠⅠⅠ型のNo.18は切断面 b,Cにおいて乳側切

歯歯根膜腔と永久中切歯骨包の間に骨壁は無 く,

No.10ではさらに切断面aにおいて乳側切歯歯根近

心面が一部平担化しており,乳中切歯に先行して

明らかな永久中切歯近接の影響による歯根吸収が
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みられる｡これに対してⅠⅠ型のNo.12では,乳側切

歯と永久中切歯は切断面 a付近で近接しているが,

この間には明らかに骨壁が存在している｡

乳側切歯と永久側切歯骨包の関係をみると, Ⅰ

型のNoユ0ではこの間に骨壁を介し隔てられている

が,これより年齢の高いⅠⅠⅠ型のNo.18では,切断面

において骨壁を欠いている｡Ⅰ型のNoユ0とは逆に

永久中切歯歯随が近心を唇側に向け捻転している

ⅠⅠ型No.12でも,永久中切歯骨包との連絡はどの切

片においてもみられないが,切断面において永久

側切歯骨包とは骨壁がなく,永久側切歯の近接に

よる乳側切歯歯根吸収が明らかで,交換の早い乳

中切歯に先行して吸収が起っている｡

考 察

乳前歯の外傷 ･重症歯離虫に伴う乳歯根尖性炎は

日常臨床において頻度の高いものである,Oそれに

よる後継永久歯歯肱へ及ぼす影響については数多

くの報告があ り,臨床統計的研究3)4)･動物実

験5)6)7)による研究など様々おこなわれてきてい

る｡しかし,その解剖学的基礎となるヒト乳切歯

と顎骨内永久切歯歯肱の位置関係についての詳細

は,標本の入手が制約されることもあって充分に

は解っていない｡そこで著者らは,乳中切歯 ･乳

側切歯 ･永久中切歯を中心にその前後 ･上下的位

置関係を明らかにすることを目的として研究をお

こなった｡

1.研究資料及び方法について

乳前歯と顎骨内の永久前歯歯肱の位置関係につ

いては,Ⅹ線的にもまた乾燥頭蓋の唇側皮質骨を

削除した標本でも観察することができる｡しかし,

Ⅹ線的には像の重なりが多く詳細な観察はおこな

えず,一方向からの観察で理解するにはヒト顎骨

内は極めて複雑な様相を呈している｡

今回の研究で使用した乾燥頭蓋では,骨包内に存

在するはずの歯小嚢 (dentalsac,dental follicle)

などの軟組織や組織液 ･歯肱の末石灰化部分が消

失しているため,骨包内で歯随は包埋方向により

多かれ少なかれ偏在する可能性がある｡しかし,

骨包の形態からその可動範囲はある程度規定され

ており,骨包の位置や骨壁の状態は生体と変わり
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がない｡

今回の研究資料がわずか上顎3例,下顎2例に

すぎないことから,これまでの関連する文献と較

べて考察することが必要と思われる｡

同じようにインド人小児の乾燥頭蓋を樹脂包埋

し,各歯の中央及び各歯の間を通る仮線で頬舌的

に切断し,萌出相の推移に伴う永久歯牙 ･骨小嚢

の成長 と位置変化について研究 したものがあ

る8)～12)｡これらは切断方向が一方向であり,乳歯

歯根との関わりや歯肱骨包相互の個体内での様相

の詳細について検討されていないが,顎骨内の歯

旺および骨包の経年的変化をとらえた興味あるも

のである｡また上候は,数多くのⅩ線的研究 ･肉

眼解剖学的研究などを基にして,乳歯の発生 ･成

長から永久歯交換時の歯槽骨変化をまとめ述べて

いる13)14)｡今回の研究はこれらを補足する観察と

なると思われる｡

各個体の実年齢は不明であるが歯年齢は明らか

であり,ⅠIAの標本No.10,No.12は上下顎の歯随の

石灰化程度からほぼ同時期と考えられる｡No.18は

永久中切歯歯冠形成が完了し歯根の一部が石灰化

開始したところでありさらに年齢は進んでいるも

のと思われる15)0

2.X線所見について

下顎Ⅹ線写真において,永久中切歯 ･側切歯の

歯冠長軸は互にほぼ平行であるといわれており16),

今回の2例についても同様に左右対称に配列して

いた｡

上顎永久中切歯はその歯冠長軸を遠心に傾斜さ

せており,左右中切歯切縁は左右に離反している

が,歯の形成の進行したものほど切縁部の離開間

隔は減少する傾向を示すという16)｡しかし,この

3例で見る限りにおいて,この傾向は明らかでは

ない｡歯の形成が進んだ標本No.18よりNo.12の万が

左右の永久中切歯は平行であり,No.10,No.1､8は同

じ位に歯冠長軸をやや遠心に向けている｡従って

永久中切歯捻転状態については,年齢差というよ

りは個体差であると思われた｡

3.薄切切片による検討

1)縦断切片について

上候 13)14)は頭部Ⅹ線規格写真による研究で正中
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矢状面における歯牙の位置をみると,上下永久中

切歯は各々乳中切歯の舌側で根尖猪のところにあ

り,中切歯切縁ほ乳中切歯歯根の根尖%に位置す

るものが多いと報告し,また,中切歯歯冠長軸ほ乳

中切歯長軸より傾斜が強く,約100-200(上顎平

均14.00,下顎平均13.50)の角度をなしていると

述べている｡今回縦断切片とした上顎3例,下顎

1例についてもこの平均的条件を満たすものと思

われた｡

側貌頭書持Ⅹ線写真を使い,永久中切歯歯軸の発

育的変化及び位置的変化を検討した佐々17)(1971)

は,上顎中切歯はその先行乳歯に比し歯軸角度が

全例大きいが,下顎では13.4%小さいものがあっ

たと報告し,この原因の1つとして下顎隆起が比

較的大きいため,顎骨内の後継永久中切歯が正常

な位置より舌側方向に存在し,そのまま萌出した

のではないかと推定している｡これを本研究で行

った上下顎骨外形と骨包の形を重ね合せの図から

考えると,顎骨断面に比較して下顎骨包の占める

割合は小さいこと,下顎孔中切歯の根尖琴曲が小

さいことがその後の永久中切歯の歯軸角度や萌出

位置にも関与するのではないかと思われた｡

2)横断切片について

上下顎横断切片で,永久中切歯ほ乳中切歯歯根

舌側で顎骨断面の中央に,永久側切歯はそれより

舌側に位置し,叢生状態を成している｡

発育中の顎骨内永久歯歯肱が中切歯は唇側に,

側切歯は舌側に叢生状態を成すこと,及びその位

置変化についてOoさ18)は胎児や新生児を用いた研

究から,代生歯原基の上皮の陥入方向にすでに差

があり,さらに乳歯列歯膳の叢生も発生初期から

上皮陥入方向の差 ･上皮性歯膳の上皮口の開く方

向の差としてみられ,歯膳の成長によって著明に

なることを述べている｡

出生後のヒト永久歯歯肱骨小嚢の萌出相の推移

に伴う位置変化について検討した川島9) (1976)

は,乳歯列では上顎骨体の発育が悪いために骨小

嚢は前後上下にずれて配列し,近遠心的には側切

歯部は中切歯部の舌側で近心半部が被われ萌出相

の推移とともに,顎骨の前歯部前方拡大により前

歯部は見掛上近心移動を行ない,これは特に萌出

直前に著明で,中切歯と側切歯の重なりが弱くな

る｡下顎骨小嚢についても同様だが,上顎の方が

骨小嚢の幅径が大きいため中切歯と側切歯の重な

りは下顎より著明であると報告している｡

Kindaichi19) (1976)は, 校合面方向のⅩ線

写真を用い,乳幼児晒骨の下顎中切歯捻転に注目

し,これを3型に分類した (表 2)｡その頻度は,

Ⅰ型 %例,ⅠⅠ型 %例,ⅠⅠⅠ型 %例であり,こ

の25例の左右対称例の他に12例の非対称例があっ

たと報告している｡

この分類を上顎永久中切歯の捻転状態について

応用し,標本No.10はⅠ型,No.12はⅠⅠ型,NoJ8はⅠⅠⅠ

型に各々近いと分類した｡

歯冠幅径の大きい永久中切歯が発育中の顎骨内

にあって捻転しているために,乳切歯と永久中切

歯の関係が捻転型ごとに異っていた｡ Ⅰ型 ･ⅠⅠⅠ型

のNo.10,No.18のような症例では,永久中切歯歯冠

近遠心径の近心%付近と遠心隅角に,ⅠⅠ型のNoJ2

のようなものでは近心易付近と遠心y3付近におい

て,乳中切歯叉は乳側切歯に由来する炎症や外傷

の影響が生じ易いのではないかと推測された｡乳

歯外傷による後継永久歯の影響を調べた報告では,

白斑の出現する部位が歯冠唇側面切縁側%である

ことがほとんどであるとするものの,本研究で指

摘したような近遠的位置については触れているも

のはない｡

上候 14)は,インド人小児の乾燥頭蓋に観られた

歯槽駕舌側骨壁の吸収について検討し,標本内0.10,

No.18のように永久中切歯の接近により乳側切歯歯

槽駕舌側壁の欠損が認められたものが半数近 くあ

ったと報告している｡また,下顎孔中切歯 ･乳側

切歯歯槽窟舌側壁の欠損は,その後継永久歯の発

育速度により出現度や広がりの程度が変わるが,

上顎では逆に乳側切歯歯槽駕の舌側壁の欠損はほ

ぼ全例で見られ,しかも広がりの程度も大きいと

述べている｡

今回の資料,上顎3例,下顎2例の全てについ

て乳側切歯歯槽宿の舌側壁に欠損がみられたが,

その内の上顎2例,下顎 1例には永久中切歯の近

接と関連した骨壁の欠損であった｡

この原因について考察した上候は,上顎中切歯
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歯芽の歯冠幅径が大きく,早期に乳中切歯と乳側

切歯の間に移動 し,しかも遠心に傾斜しているた

めではないかとしている｡

一万,抜去乳歯の吸収型を調べた大野20)(1966)

は,乳側切歯歯槽窟舌側壁の欠損が上顎で多いと

した上候とは逆に,歯根近心面の吸収は下顎乳側

切歯で最も明瞭であり,上顎乳側切歯にも見られ

るとしてレ計る･が,歯根近心面に吸収の認められた

乳歯は,いずれも萌出余地不足のため歯列誘導上

便宜抜去の対象になったものであることから,標

本抽出の偏 りがあるものと考えられる｡大野はさ

らに,この歯根近心面歯頬側y3-y2の高さの吸収

は,早期には近心面の吸収のほうが深いが以後大

きさも深さもあまり増加しないと述べている｡前

歯部顎骨の成長,永久中切歯歯軸の変化により叢

生が緩和される方向に向うため,乳側切歯歯根近

心面の吸収駕はあまり大きくならないのかもしれ

ないとも考えられるが,永久中切歯歯冠の大きさ

や捻転度,捻転の方向,顎骨の大きさなどにより

影響されるのではないかと考えられる｡

萌出後に,上顎中切歯が捻転していた症例の%

は萌出余地にゆとりがあり22),対称捻転を有する

頭蓋のこの形質は顎骨内においても認められてい

る23)｡萌出空間が充分であることが叢生のなくな

る必要条件だが,萌出空間が充分でも必ずしも捻

転は正されないといわれており21),上顎永久中切
歯歯肱の捻転が個人差 として各々に存在すること

がうかがわれる｡しかし,ここで示した標本No.10,

Noユ2,No.18,のような中切歯捻転の型が日本人小

児にどの程度の頻度で存在するのか,この捻転が

萌出相の推移につれてどのように変ってゆくのか

については今後の検討が望まれる｡

以上今回得られた所見は,乳切歯部外傷により

永久中切歯の受ける力の方向や,炎症の波及等を

考える際に,一つの参考資料になるものと思われ

た｡

結 論

インド人小児の乾燥頭蓋,上顎3個体,下顎2

個体を縦断 ･横断に連続的薄切切片とすることに

より,乳中切歯 ･乳側切歯 ･永久中切歯の位置関
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係について観察,検討をおこない以下の結論を得

た｡

1.乳中切歯歯根吸収開始まぢかの上顎歯槽骨

内において,永久中切歯歯肱骨包ほ乳中切歯

歯根の舌側面に治って,極 く薄い骨壁を広 く

介して存在する｡さらに上方は,薄い骨壁を一

層介して鼻腔底に接しており,顎骨縦断面の

大部分が永久中切歯歯肱骨包で占められいる｡

2.下顎乳中切歯歯根舌側にある永久中切歯歯

肱骨包は,上顎に較べ顎骨縦断面中に占める

割合が小さくゆとりがある｡さらに乳中切歯

根尖の唇側への琴曲も小さいため,上顎に比

較して,骨包の唇側-の広がりがなく,弱い

歯軸角度で近接している｡

3.上下顎骨内の永久中切歯 ･側切歯歯肱骨包

は,唇舌的上下的にずれて配列し,叢生状態

を成している｡

4.下顎孔中切歯 ･側切歯と永久中切歯 ･側切

歯歯肱骨包の位置関係はほぼ左右対称で,乳

中切歯歯根の舌側にある永久中切歯歯肱骨包

は,乳中切歯歯根との間の骨の隔壁を欠くと

同時に,乳側切歯との間の骨隔壁も欠き,永

久中切歯歯冠遠心面で近接している｡

5.上顎横断面像は3個体で各々の様相を呈し

ている｡特に永久中切歯歯肱の捻転が注目さ

れ,発育不十分な顎骨内で比較的大きな永久

歯歯冠がどう捻転するかにより,乳中切歯 ･

乳側切歯 ･永久側切歯との位置関係がかなり

変わってくる｡

6.上顎3個体 ともに乳中切歯に先行した乳側

切歯歯槽駕の骨壁欠損と歯根吸収が見られ,

そのうち2個体は明らかに永久中切歯による

影響 とみられる｡
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